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評価結果の総合所見 

本課題は、蓄電池の高エネルギー密度化の実現に向け全固体 Li電池の負極材料の開発を目指す

ものである。特に優れた成果が得られ、企業との共同研究も進んでおり、イノベーション創出が大いに

期待できる。数値目標に関しては全てにおいて上回っており、特に溶液系での十分な性能発揮と、固

体系においても有望な充放電性能を得ている点は評価できる。企業との共同研究契約も締結できてお

り、本技術の有望さを示している。また、知財も積極的に出願しており、今後の取り組みに向けての準

備が進んでいる。本技術は、リチウムイオン電池系のみならずポストリチウムイオン電池においてもイ

ンパクトを与える可能性がある。 
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